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(57)【要約】
【課題】再充填可能なテストリーク装置および充填方法 
の改良を提供する。
【解決手段】テストリーク装置１０の筐体１１は、内部 
２０を装置１０外の周囲と繋ぐ貫通開口２２、および貫 
通開口２２に配されることが可能で試験用流体又は試験 
用流体の成分を透過させるメンブレン２５を具備してい 
る。メンブレン部材２４は、筐体１１に離脱可能に留め 
固定されるように構成されて留め固定時に貫通開口２２ 
を塞ぐキャリア部材４２からなることで、キャリア部材 
４２を取って貫通開口２２を露出させた際には、貫通開 
口２２から内部２０に試験用流体を充填することが可能 
となっている。キャリア部材４２は、キャリア部材４２ 
を完全に貫通する出口導路４４を有している。出口導路 
４４は、試験用流体又は試験用流体の成分のみが内部２ 
０からメンブレン２５を介して外部へと漏出することが 
可能であるようにメンブレン２５で塞がれている。
【選択図】図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ー ク 検 知 装 置 の 検 査 や 校 正 を 行 う テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） で あ っ て 、 前 記 リ ー ク 検  
知 装 置 は 、 試 験 体 及 び ／ 又 は 当 該 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） を 収 容 す る よ う に 設 け ら れ た  
真 空 排 気 可 能 な 試 験 用 チ ャ ン バ を 具 備 し て お り 、 当 該 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） が 、 筐 体  
（ １ １ ） に 取 り 囲 ま れ て い て 試 験 用 流 体 を 充 填 す る こ と が 可 能 な 内 部 （ ２ ０ ） を 備 え 、 前  
記 筐 体 が 、 前 記 内 部 （ ２ ０ ） を 当 該 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 外 の 周 囲 と 繋 ぐ 貫 通 開 口 （  
２ ２ ） 、 お よ び 該 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） 内 に 又 は 該 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） 上 に 配 さ れ る こ と が 可 能  
で あ り 前 記 試 験 用 流 体 又 は 前 記 試 験 用 流 体 の 成 分 を 透 過 さ せ る メ ン ブ レ ン （ ２ ５ ） を 具 備  
し て い る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 前 記 メ ン ブ レ ン （ ２ ５ ） が 、 前 記 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） 上 に 又 は 前 記 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） 内 に  
密 封 嵌 合 す る メ ン ブ レ ン 部 材 （ ２ ４ ） の 一 部 で あ り 、
　 前 記 メ ン ブ レ ン 部 材 が 、 前 記 筐 体 （ １ １ ） に 離 脱 可 能 に 留 め 固 定 さ れ る よ う に 構 成 さ れ  
て 留 め 固 定 時 に 前 記 貫 通 開 口 を 塞 ぐ キ ャ リ ア 部 材 （ ４ ２ ） か ら な る こ と で 、 該 キ ャ リ ア 部  
材 を 取 っ て 前 記 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） を 露 出 さ せ た 際 に は 、 該 貫 通 開 口 か ら 前 記 内 部 （ ２ ０ ）  
に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る こ と が 可 能 と な っ て お り 、
　 前 記 キ ャ リ ア 部 材 が 、 該 キ ャ リ ア 部 材 を 完 全 に 貫 通 す る 出 口 導 路 （ ４ ４ ） を 有 し て お り  
、 該 出 口 導 路 （ ４ ４ ） は 、 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流 体 の 成 分 の み が 前 記 内 部 （ ２ ０ ） か ら  
前 記 メ ン ブ レ ン （ ２ ５ ） を 介 し て 外 部 へ と 漏 出 す る こ と が 可 能 で あ る よ う に 前 記 メ ン ブ レ  
ン で 塞 が れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 （ ４ ２ ） が フ  
ラ ン ジ と し て 構 成 さ れ て お り 、 好 ま し く は 、 該 フ ラ ン ジ は 、 試 験 用 チ ャ ン バ に お け る 相 補  
的 な 相 手 フ ラ ン ジ へ と 、 前 記 内 部 か ら 該 試 験 用 チ ャ ン バ 内 に 試 験 用 流 体 が 前 記 メ ン ブ レ ン  
と フ ラ ン ジ 連 結 部 と を 介 し て 直 接 流 れ る よ う に 取 り 付 け ら れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を  
特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 （ ４  
２ ） が 、 前 記 筐 体 （ １ １ ） に 留 め 固 定 す る た め の 、 前 記 出 口 流 路 （ ４ ４ ） を 中 心 と す る 同  
心 円 上 に 分 布 し た 留 め 固 定 手 段 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １  
０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 留 め  
固 定 手 段 が ね じ 孔 （ ４ ０ ） で あ り 、 該 ね じ 孔 （ ４ ０ ） は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 の 留 め 固 定 状  
態 に て 前 記 筐 体 に お け る 対 応 す る ね じ 山 付 き 口 （ ４ ６ ） と 揃 え ら れ て 、 ね じ （ ４ ８ ） が 各  
ね じ 孔 を 通 っ て 対 応 す る ね じ 山 付 き 口 へ と 螺 合 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、  
テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 キ ャ  
リ ア 部 材 （ ４ ２ ） の 留 め 固 定 状 態 に て 、 該 キ ャ リ ア 部 材 と 前 記 筐 体 （ １ １ ） と の 間 に 、 平  
面 視 で 前 記 貫 通 開 口 を 取 り 囲 む 密 封 リ ン グ （ ５ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 密 封 リ ン グ （ ５ ０ ） が 、 金  
属 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 メ ン  
ブ レ ン （ ２ ５ ） が 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 （ ４ ２ ） の 前 記 出 口 流 路 （ ４ ４ ） を 覆 う デ ィ ス ク で  
あ っ て 該 出 口 流 路 を 取 り 囲 む 窪 み に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置  
（ １ ０ ） 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 当 該 テ ス  
ト リ ー ク 装 置 は 、 前 記 内 部 （ ２ ０ ） に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る た め の 充 填 用 開 口 を 別 に 備 え  
て お ら ず 、 前 記 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） か ら で の み 前 記 内 部 （ ２ ０ ） に 試 験 用 流 体 を 再 充 填 す る  
こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 前 記 キ ャ  
リ ア 部 材 が 、 前 記 筐 体 と 連 結 し た カ バ ー キ ャ ッ プ （ ５ ２ ） で 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の テ ス ト リ ー ク 装 置 へ の 充 填 方 法 に お い て 、
　 前 記 筐 体 へ の 前 記 キ ャ リ ア 部 材 の 留 め 固 定 を 緩 め て 、 前 記 貫 通 開 口 （ ２ ２ ） か ら 前 記 メ  
ン ブ レ ン 部 材 を 取 り 外 す 過 程 と 、
　 前 記 流 通 開 口 （ ２ ２ ） か ら 前 記 内 部 （ ２ ０ ） に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る 過 程 と 、
　 前 記 流 通 開 口 （ ２ ２ ） が 前 記 メ ン ブ レ ン 部 材 （ ２ ４ ） で 塞 が れ る よ う に 前 記 キ ャ リ ア 部  
材 を 前 記 筐 体 に 留 め 固 定 す る こ と に よ り 、 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流 体 の 成 分 の み が 前 記 内  
部 （ ２ ０ ） か ら 前 記 メ ン ブ レ ン を 介 し て 外 部 へ と 漏 出 で き る よ う に す る 過 程 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 フ ラ ン ジ の 形 態 の 前 記 キ ャ リ ア 部 材 は 、 試 験 用 チ ャ  
ン バ に お け る 相 補 的 な 相 手 フ ラ ン ジ へ と 、 前 記 内 部 か ら 該 試 験 用 チ ャ ン バ 内 に 試 験 用 流 体  
が 前 記 メ ン ブ レ ン と フ ラ ン ジ 連 結 部 と を 介 し て 直 接 流 通 す る よ う に 取 り 付 け ら れ る こ と を  
特 徴 と す る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 リ ー ク 検 知 装 置 の 機 能 検 査 や 校 正 を 行 う テ ス ト リ ー ク 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 ガ ス リ ー ク 検 知 装 置 は 、 真 空 排 気 可 能 な 試 験 用 チ ャ ン バ を 備 え 、 ガ ス 又 は 液  
体 を 充 填 し た 試 験 体 が 、 そ の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 試 験 用 チ ャ ン バ に は 、 ガ ス 分 析 装 置 が 接  
続 さ れ て い る 。 ガ ス 分 析 装 置 は 、 試 験 用 チ ャ ン バ か ら 吸 い 込 ま れ た ガ ス を 分 析 す る こ と に  
よ り 、 試 験 体 の リ ー ク か ら 試 験 用 チ ャ ン バ 内 に 漏 出 し た リ ー ク ガ ス や 、 リ ー ク か ら 漏 出 し  
て 気 化 し た 液 体 の 検 出 を 行 う 。 こ の と き 、 検 出 し た 漏 洩 ガ ス の 量 か ら リ ー ク の 大 き さ を 推  
測 で き る こ と が 極 め て 重 要 と な る 。 こ の 目 的 の た め に 、 既 知 の 試 験 用 ガ ス 又 は 試 験 用 流 体  
を 所 定 量 収 め て な る テ ス ト リ ー ク 装 置 が 使 用 さ れ る 。 該 テ ス ト リ ー ク 装 置 に は 、 収 め た 流  
体 に つ い て 既 知 の 透 過 性 を 示 す 且 つ ／ 或 い は 既 知 の 寸 法 を 有 す る リ ー ク が 設 け ら れ て い る  
。 一 般 的 に 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 ガ ス リ ー ク 検 知 装 置 の 機 能 検 査 や 校 正 を 行 う の に 使 用  
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 テ ス ト リ ー ク 装 置 の リ ー ク は 、 メ ン ブ レ ン と し て 設 計 さ れ て い る 場 合 が あ る 。 メ ン ブ レ  
ン の 漏 洩 量 （ リ ー ク 量 ） は 、 各 試 験 用 ガ ス 又 は 試 験 用 流 体 に つ い て の メ ン ブ レ ン 本 体 の 透  
過 性 、 メ ン ブ レ ン 温 度 、 試 験 用 ガ ス ／ 試 験 用 流 体 の 温 度 お よ び 蒸 気 圧 、 メ ン ブ レ ン の 内 側  
／ 流 体 側 の 濡 れ 度 、 な ら び に メ ン ブ レ ン の 出 口 側 （ す な わ ち 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 の 外 側 ）  
の 通 気 性 に 左 右 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 E P  2  4 4 7  6 9 4  B 1 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 ガ ス も し く は 蒸 気 、 ま た は ガ ス で  
運 ば れ た 液 体 成 分 を 漏 出 さ せ る 、 液 体 が 充 填 さ れ た テ ス ト リ ー ク が 記 載 さ れ て い る 。 該 テ  
ス ト リ ー ク か ら 漏 出 し た こ の ガ ス も し く は 蒸 気 、 ま た は ガ ス で 運 ば れ る 液 体 成 分 は 、 液 体  
固 有 の 蒸 気 圧 の 結 果 と し て 、 あ る い は 、 液 体 が メ ン ブ レ ン の 固 体 層 を 透 過 す る こ と に よ っ  
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て 生 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 メ ン ブ レ ン 型 の テ ス ト リ ー ク の リ ー ク 量 は 、 メ ン ブ レ ン の 内 側 が 液 体 で 濡 れ て い る か 否  
か 、 さ ら に は 、 ど の 程 度 濡 れ て い る の か に 左 右 さ れ る 。 こ の 点 に 関 し て は 、 メ ン ブ レ ン と  
直 に 接 し て い る の が 液 体 な の か 、 そ れ と も 、 液 体 の 蒸 気 の み な の か が 、 漏 洩 量 に 大 き く 影  
響 し 得 る 。 漏 洩 量 を 安 定 さ せ る に は 、 液 体 が メ ン ブ レ ン に 達 し な い よ う に す る か 、 液 体 の  
蒸 気 の み が 確 実 に メ ン ブ レ ン と 接 す る よ う に す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 D E  1 0  2 0 1 4  2 0 0  9 0 7  B 4 （ 特 許 文 献 ２ ） に は 、 流 体 又 は 流 体 混 合 物 を 収 め た 貯 留  
部 を 備 え る 基 準 用 の 脱 気 シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 移 動 用 の 真 空 チ ャ ン バ が 、 貯 留 部 を  
取 り 囲 ん で い る 。 移 動 用 の 真 空 チ ャ ン バ 内 の チ ャ ン バ 圧 力 は 、 １ ０ ｋ Ｐ ａ 未 満 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 D E  1 0  2 0 2 0  1 1 6  9 3 9  A 1 （ 特 許 文 献 ３ ） に は 、 試 験 用 流 体 の 貯 留 部 の 基 部 が メ ン  
ブ レ ン に 向 か っ て 円 錐 状 に 先 窄 ん で な る テ ス ト リ ー ク 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 メ ン ブ レ ン  
は 、 ね じ で 留 め 固 定 さ れ る 点 が 記 載 さ れ て い る 。 貯 留 部 に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る た め の 充  
填 用 開 口 が 別 に 存 在 す る 点 も 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 第 ２ ４ ４ ７ ６ ９ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 発 明 第 １ ０ ２ ０ １ ４ ２ ０ ０ ９ ０ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ２ ０ ２ ０ １ １ ６ ９ ３ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 の 一 つ は 、 再 充 填 可 能 な テ ス ト リ ー ク 装 置 の 改 良 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に よ り 定 ま る 。 本 発 明 に 係 る 方 法 は  
、 請 求 項 １ ０ の 構 成 に よ り 定 ま る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 筐 体 に 取 り 囲 ま れ て い て 試 験 用 流 体 を 充 填 す る こ と  
が 可 能 な 内 部 を 備 え る 。 前 記 筐 体 に は 、 前 記 内 部 を 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 外 の 環 境 と 繋 ぐ 貫  
通 開 口 が 設 け ら れ て い る 。 該 貫 通 開 口 に は 、 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流 体 の 成 分 を 透 過 さ せ  
る メ ン ブ レ ン が 、 前 記 内 部 か ら 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流 体 の 成 分 が 該 貫 通 開 口 を 通 っ て 同  
メ ン ブ レ ン を 介 し て 外 部 に 流 通 す る こ と が 可 能 で あ る よ う に 取 り 付 け ら れ る よ う 設 け ら れ  
る 。 前 記 メ ン ブ レ ン と し て は 、 前 記 試 験 用 流 体 が 既 知 の 漏 洩 量 で 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 を 出  
る よ う に 予 め 決 め ら れ た 既 知 の 透 過 性 を 示 す も の で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 流 通 開 口 （ 貫 通 開 口 ） に よ っ て 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る と い う 本 発 明 特 有  
の 構 成 に 対 し 、 従 来 技 術 で は 、 こ の 目 的 の た め の 充 填 用 開 口 が 別 に 設 け ら れ て お り 、 メ ン  
ブ レ ン で 塞 が れ た 流 通 開 口 は 、 内 部 か ら 外 部 の 環 境 に 試 験 用 流 体 を 漏 出 さ せ る た め だ け に  
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 目 的 の た め に 、 前 記 ダ イ ア フ ラ ム （ メ ン ブ レ ン ） は 、 前 記 貫 通 開 口 上 に 又 は 前 記 貫  
通 開 口 内 に 密 封 嵌 合 す る ダ イ ア フ ラ ム 部 材 （ メ ン ブ レ ン 部 材 ） の 一 部 と さ れ る 。 該 ダ イ ア  
フ ラ ム 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ た キ ャ リ ア 部 材 か ら  
な る 。 好 ま し く は 、 該 キ ャ リ ア 部 材 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 な ど の 高 剛 性 材 料 か ら な る 。 前 記 キ  
ャ リ ア 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 取 り 付 け ら れ た 際 に 前 記 流 通 開 口 を 塞 ぐ よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る に は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 を 前 記 筐 体 か ら 取 り 外 し 、 前  
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記 貫 通 開 口 か ら 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 充 填 し た 後 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 を 前 記 筐 体 に 再 び  
取 り 付 け る こ と で 、 前 記 貫 通 開 口 を 塞 ぐ 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に は 、 該 キ ャ リ ア 部 材 を 第 １ の 側 か ら 反 対 側 の 第 ２ の 側 ま で 完 全 に 貫  
通 す る 出 口 流 路 （ 出 口 導 路 ） が 設 け ら れ て い る 。 該 出 口 流 路 は 、 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流  
体 の 成 分 の み が 前 記 内 部 か ら 前 記 メ ン ブ レ ン を 介 し て 外 部 へ と 流 通 す る こ と が 可 能 で あ る  
よ う に 前 記 メ ン ブ レ ン で 塞 が れ て い る 。 前 記 キ ャ リ ア 部 材 と 前 記 筐 体 と の 連 結 は 必 然 的 に  
流 体 密 、 つ ま り 、 特 に は 気 密 な 連 結 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 的 に 、 前 記 流 通 開 口 は 前 記 出 口 流 路 よ り も 開 口 径 が 大 き い の で 、 例 え ば 該 流 通 開 口  
に 合 致 す る 充 填 ノ ズ ル 等 に よ っ て 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 素 早 く 再 充 填 す る こ と が 可 能 で  
あ る 。 一 方 で 、 前 記 出 口 流 路 の 径 は 、 前 記 流 通 開 口 の 径 と は 無 関 係 で あ っ て 、 前 記 メ ン ブ  
レ ン の 寸 法 に 応 じ た 大 き さ や 、 前 記 試 験 用 流 体 が 前 記 内 部 か ら 漏 出 す る の に 必 要 な 大 き さ  
と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 本 発 明 に 係 る テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 充 填 用 開 口 を 別 に 設 け ず と も 前 記 貫 通  
開 口 か ら の 再 充 填 が 簡 単 な の で 、 技 術 的 に 簡 素 な が ら よ り 高 い 信 頼 性 の 構 造 に す る こ と が  
で き る 。 従 来 の テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 再 充 填 が 不 可 能 か 又 は 別 の 充 填 用 開 口 か ら で し か 再  
充 填 が で き な か っ た り し た が 、 本 発 明 で は 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 に 再 充 填 を 行 う の に 、 ま ず  
、 筐 体 へ の キ ャ リ ア 部 材 の 取 付 け を 緩 め 、 メ ン ブ レ ン 部 材 を 貫 通 開 口 か ら 取 り 外 す 。 そ し  
て 、 例 え ば 貫 通 開 口 に 適 切 な 充 填 ノ ズ ル を 挿 入 す る こ と で 貫 通 開 口 か ら 内 部 に 試 験 用 流 体  
を 充 填 す る 。 充 填 が 終 わ る と 、 キ ャ リ ア 部 材 を 筐 体 に 再 び 取 り 付 け る こ と で 、 キ ャ リ ア 部  
材 と 筐 体 と を 流 体 密 に 、 す な わ ち 、 液 密 か つ 気 密 に 連 結 す る 。 内 部 か ら は 、 試 験 用 流 体 又  
は 試 験 用 流 体 の 成 分 し か メ ン ブ レ ン を 通 っ て 漏 出 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 メ ン ブ レ ン 部 材 の 透 過 性 の 測 定 は 、 前 記 メ ン ブ レ ン を 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に 連 結 し て  
か ら 該 メ ン ブ レ ン 部 材 を 前 記 筐 体 に 連 結 す る ま で に 行 わ れ 得 る 。 つ ま り 、 本 テ ス ト リ ー ク  
装 置 の リ ー ク 量 は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 上 で の 前 記 メ ン ブ レ ン の 品 質 に 基 づ い て 、 つ ま り 、  
前 記 筐 体 と は 独 立 し て 測 定 ・ 決 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 キ ャ リ ア 部 材 は 、 フ ラ ン ジ と し て 構 成 さ れ 得 る 。 前 記 出 口 流 路 は 、 前 記 キ ャ リ ア 部  
材 の 中 央 に 形 成 さ れ 得 る 。 前 記 キ ャ リ ア 部 材 を 前 記 筐 体 に 留 め 固 定 す る た め の 留 め 固 定 手  
段 が 、 前 記 出 口 流 路 の 周 り に 分 布 し て 設 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 は フ ラ ン ジ と し て 構 成 さ れ 得 て 、 該 フ ラ ン ジ は 、 該 フ ラ  
ン ジ と 相 補 的 な 、 試 験 用 チ ャ ン バ に お け る 対 向 フ ラ ン ジ （ 相 手 フ ラ ン ジ ） へ と 、 形 成 さ れ  
る フ ラ ン ジ 連 結 部 を 介 し て 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 の 前 記 内 部 か ら 該 試 験 用 チ ャ ン バ 内 に 試 験  
用 流 体 が 直 接 漏 出 す る こ と が で き る よ う に 取 り 付 け ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 目 的 の  
た め に 、 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 の 前 記 フ ラ ン ジ は 、 前 記 試 験 用 チ ャ ン バ の 前 記 対 向 フ ラ ン ジ  
に 流 体 密 か つ 取 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に 、 前 記 試 験 用 チ ャ ン バ を 開 い て 該  
試 験 用 チ ャ ン バ 内 に 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 を 設 置 せ ず と も 簡 単 に リ ー ク 検 知 装 置 の 機 能 検 査  
や 校 正 を 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 前 記 留 め 固 定 手 段 が ね じ 孔 と さ れ る と 共 に 、 対 応 す る ね じ 山 付 き 口 が 前 記 筐 体  
に 形 成 さ れ 、 各 ね じ 孔 は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 の 留 め 固 定 状 態 に て 、 対 応 す る ね じ 山 付 き 口  
と 揃 え ら れ て 、 ね じ が 各 ね じ 孔 を 通 っ て 対 応 す る ね じ 山 付 き 口 へ と 螺 合 す る こ と が 可 能 と  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 有 利 に は 、 特 に 、 前 記 貫 通 開 口 を 前 記 ね じ 山 付 き 口 や ね じ 孔 に 対 し て 密 封 す る た め に 、  
前 記 キ ャ リ ア 部 材 と 前 記 筐 体 と の 間 に 、 平 面 視 で 前 記 貫 通 開 口 を 取 り 囲 む 密 封 リ ン グ が 別  
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に 設 け ら れ る 。 該 密 封 リ ン グ は 金 属 製 で あ り 得 て 、 例 え ば 、 銅 リ ン グ （ 「 Ｃ Ｆ 真 空 技 術 」  
） の 形 態 や ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ （ 「 ウ ル ト ラ シ ー ル （ U l t r a - D i c h t u n g ） 」 ） の 形 態 と  
さ れ る 。 前 記 密 封 リ ン グ は 、 充 填 処 理 後 に 交 換 さ れ る 。 こ こ で は 、 金 属 製 の シ ー ル の ほ う  
が 、 エ ラ ス ト マ ー 製 の シ ー ル と 違 っ て 、 気 体 や 液 体 を 透 過 し な い だ け で な く 、 気 体 や 液 体  
を 溜 め 込 ん で 後 に な っ て 再 放 出 す る よ う な こ と も な い の で 好 ま し い 。 ガ ス が 漏 れ た り シ ー  
ル か ら も 透 過 が 起 こ っ た り す る よ う な こ と に な れ ば 、 実 際 の 校 正 に 誤 差 が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 出 口 流 路 は 、 円 筒 状 で あ り 得 る 。 前 記 出 口 流 路 の 径 は 、 前 記 流 通 開 口 の 径 よ  
り も 小 さ い 。 前 記 貫 通 開 口 は 充 填 を 簡 単 か つ 素 早 く 確 実 に 行 う の に 十 分 大 き い 径 で な け れ  
ば な ら な い の に 対 し 、 前 記 出 口 流 路 は 、 前 記 内 部 か ら 所 定 の リ ー ク 量 で 前 記 試 験 用 流 体 を  
集 中 的 に 漏 出 さ せ る た め に 十 分 小 さ い 径 と さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 メ ン ブ レ ン は 、 前 記 出 口 流 路 を 覆 う 例 え ば デ ィ ス ク の 形 態 の 部 材 と し  
て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 メ ン ブ レ ン は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 の う ち 、 前 記 内 部 と 反 対 側 の 外  
側 に 取 り 付 け ら れ 得 て 、 例 え ば 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に 強 固 に 接 着 又 は 圧 入 さ れ 得 る 。 前 記  
出 口 流 路 を 取 り 囲 む 窪 み は 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に 対 し 該 キ ャ リ ア 部 材 の 表 面 に 形 成 さ れ 得 て  
、 該 窪 み に 前 記 メ ン ブ レ ン が 正 確 に 嵌 合 す る 。 好 ま し く は 、 前 記 窪 み 内 の 前 記 メ ン ブ レ ン  
は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に 強 固 に 接 着 又 は 圧 入 さ れ て い る 。 前 記 メ ン ブ レ ン は 、 該 メ ン ブ レ  
ン を 支 持 し て 前 記 キ ャ リ ア 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 保 護 格 子 で 覆 わ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 本 発 明 に 係 る テ ス ト リ ー ク 装 置 は 、 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 充 填 す る た め  
の 充 填 用 開 口 を 別 に 備 え て お ら ず 、 前 記 貫 通 開 口 か ら で の み 前 記 内 部 に 試 験 用 流 体 を 再 充  
填 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 前 記 キ ャ リ ア 部 材 を 覆 っ て 前 記 筐 体 と 連 結 し た 又 は 前 記 筐 体 に 取 り 付  
け ら れ た カ バ ー キ ャ ッ プ が 設 け ら れ 得 る 。 好 ま し く は 、 該 カ バ ー キ ャ ッ プ と 前 記 筐 体 と が  
取 り 外 し 可 能 に 連 結 さ れ る 。 前 記 カ バ ー キ ャ ッ プ は 、 前 記 メ ン ブ レ ン と 前 記 キ ャ リ ア 部 材  
を 保 護 す る 機 能 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 テ ス ト リ ー ク 装 置 の 前 記 筐 体 は 、 基 部 、 カ バ ー お よ び こ れ ら 基 部 と カ バ ー と を 繋 ぐ 少  
な く と も １ つ の 側 壁 を 含 み 、 そ れ ら 基 部 、 カ バ ー お よ び 側 壁 が 、 前 記 試 験 用 流 体 を 充 填 す  
る こ と が 可 能 な 前 記 内 部 を 囲 い 込 ん で い る 。 前 記 試 験 用 流 体 は 、 試 験 用 ガ ス 又 は 試 験 用 液  
体 で あ り 得 る 。 前 記 メ ン ブ レ ン は 、 前 記 試 験 用 ガ ス 又 は 前 記 試 験 用 液 体 の 成 分 を 透 過 さ せ  
る 。 こ れ に よ り 、 前 記 試 験 用 ガ ス 又 は 前 記 試 験 用 液 体 の 成 分 の み が 、 本 テ ス ト リ ー ク 装 置  
か ら 該 メ ン ブ レ ン を 介 し て 漏 出 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 例 示 的 な 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る  
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 同 実 施 形 態 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 の 分 解 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 テ ス ト リ ー ク 装 置 １ ０ は 、 筐 体 １ １ を 備 え る 。 筐 体 １ １ は 基 部 １ ２ を 含 み 、 基 部 １ ２ は  
、 該 基 部 の 外 縁 か ら 脇 に 突 出 し た 周 状 の 側 壁 １ ４ と 一 体 的 に 繋 が っ て い る 。 側 壁 １ ４ に は  
カ バ ー １ ６ が 流 体 密 に 連 結 し て お り 、 基 部 １ ２ 、 側 壁 １ ４ お よ び カ バ ー １ ６ が 内 部 ２ ０ を  
流 体 密 に 囲 い 込 ん で い る 。 つ ま り 、 内 部 ２ ０ に は 、 試 験 用 流 体 、 す な わ ち 、 試 験 用 ガ ス や  
試 験 用 液 体 を 充 填 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 基 部 １ ２ 、 周 状 の 側 壁 １ ４ お よ び カ バ ー  
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１ ６ が 、 筐 体 １ １ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 基 部 １ ２ に は 、 内 部 ２ ０ を テ ス ト リ ー ク 装 置 １ ０ 外 の 環 境 １ ３ と 繋 ぐ 貫 通 開 口 ２ ２ が 形  
成 さ れ て い る 。 貫 通 開 口 ２ ２ に は 、 試 験 用 流 体 又 は 試 験 用 流 体 の 成 分 を 透 過 さ せ る メ ン ブ  
レ ン ２ ５ を 含 む メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ が 差 し 込 ま れ て い る 。 こ れ に よ り 、 内 部 ２ ０ に 収 め ら  
れ た 試 験 用 流 体 は 、 メ ン ブ レ ン ２ ５ か ら で し か テ ス ト リ ー ク 装 置 １ ０ か ら 漏 出 で き な い よ  
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ダ イ ア フ ラ ム 部 材 ２ ４ は 、 円 筒 状 の キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ か ら な る 。 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ は 、  
回 転 体 と し て の 回 転 軸 が 、 自 身 と 同 じ く 回 転 対 称 で あ る 筐 体 １ １ と 連 結 し た 図 ２ に 示 す 状  
態 に て 、 筐 体 １ １ の 回 転 軸 と 合 致 す る 。 図 ２ で は 、 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ 及 び 筐 体 １ １ の 回 転  
軸 を 破 線 で 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ に は 、 該 キ ャ リ ア 部 材 の 中 央 を 該 キ ャ リ ア 部 材 の 回 転 軸 に 沿 っ て 同 軸  
に 延 び る 出 口 流 路 ４ ４ が 完 全 に 貫 通 し て い る こ と で 、 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ の う ち 、 環 境 １ ３  
に 面 す る 外 側 端 面 は 、 出 口 流 路 ４ ４ に よ り 、 該 キ ャ リ ア 部 材 の う ち 、 内 部 ２ ０ に 面 す る 反  
対 側 の 端 面 と 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 側 壁 １ ４ は 、 基 部 １ ２ か ら 該 基 部 １ ２ の 外 周 に 沿 っ て 周 が 円 筒 状 に 突 出 し た 環 状 体 と し  
て 構 成 さ れ て い る 。 側 壁 １ ４ の 内 側 ２ ６ は 、 メ ン ブ レ ン 装 置 （ メ ン ブ レ ン 部 材 ） ２ ４ や 流  
通 開 口 ２ ２ に 向 か っ て 先 窄 ま る 円 錐 状 体 を 形 成 し て い る 。 該 円 錐 状 体 は 、 基 部 １ ２ 側 の 下  
端 部 が 、 流 通 開 口 ２ ２ に 開 口 し て メ ン ブ レ ン 装 置 ２ ４ と 連 接 す る 中 央 開 口 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 基 部 １ ２ と 側 壁 １ ４ は 互 い に 一 体 的 に 繋 が っ て い る の で 、 内 側 ２ ６ の 前 記 円 錐 状 体 は 、  
基 部 １ ２ の 窪 み と も 見 な さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 重 力 の 影 響 や 、 内 部 ２ ０ の 径 が 流 通 開 口 ２ ２ や メ ン ブ レ ン ２ ５ に 向 か っ て 先 窄 ま っ て い  
る こ と で 、 内 部 ２ ０ に 収 め ら れ て い る 試 験 用 流 体 は 、 メ ン ブ レ ン ２ ５ に 向 か っ て 内 側 １ ８  
に 沿 っ て 流 通 開 口 ２ ２ 内 へ と 移 動 又 は 流 動 す る 。 こ れ に よ り 、 テ ス ト リ ー ク 装 置 １ ０ が 例  
え ば ガ ス リ ー ク 検 知 装 置 （ 図 示 せ ず ） の 試 験 用 チ ャ ン バ の 基 部 等 の 対 象 面 上 に 立 て ら れ る  
や 否 や 、 前 記 メ ン ブ レ ン が 試 験 用 流 体 で 一 様 に 濡 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 基 部 １ ２ の 下 側 ２ ８ は 、 貫 通 開 口 ２ ２ を 同 心 状 に 取 り 囲 む 皿 （ T e l l e r ） 状 に 形 成 さ れ  
た 膨 出 部 ３ ０ か ら な る 。 メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ は 、 流 通 開 口 ２ ２ の 下 端 部 に 差 し 込 ま れ て い  
る 。 流 通 開 口 ２ ２ は 、 メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ に 比 べ て 小 さ い 径 で 内 部 ２ ０ へ と 開 口 す る 。 結  
果 と し て 、 湾 曲 部 （ 膨 出 部 ） ３ ０ に 取 り 囲 ま れ た 円 筒 状 の 窪 み が 基 部 １ ２ に 形 成 さ れ て お  
り 、 該 窪 み に メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ が 差 し 込 ま れ て い る 。 メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ は 、 該 窪 み に  
完 全 に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 貫 通 開 口 ２ ２ は 、 基 部 １ ２ に 形 成 さ れ た ね じ 孔 ４ ０ で 同 心 状 に 取 り 囲 ま れ て い る 。 ね じ  
孔 ４ ０ に は 、 メ ン ブ レ ン 部 材 ２ ４ を 留 め 固 定 す る ね じ の 形 態 の 締 結 具 が 挿 入 さ れ て 螺 合 に  
よ る 一 般 的 な ね じ 連 結 で そ こ に 保 持 さ れ る 。 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ に は 、 出 口 流 路 ４ ４ を 中 心  
と す る 同 心 円 上 に 位 置 し た ね じ 山 付 き 溝 又 は ね じ 山 付 き 口 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ね じ 山  
付 き 口 ４ ６ は 、 ね じ 孔 ４ ０ に 対 し 、 ね じ ４ ８ が 各 ね じ 山 付 き 口 ４ ６ を 通 っ て ね じ 孔 に 螺 合  
す る よ う に 揃 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ が 筐 体 １ １ に 強 固 な が ら 着 脱 可 能  
に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ と 筐 体 １ １ と の 間 に は 、 貫 通 開 口 ２ ２ の 外 側 を 取 り 囲 ん で キ ャ リ ア 部  
材 ４ ２ と 筐 体 １ １ と の 間 に 流 体 密 な シ ー ル を 形 成 す る 銅 リ ン グ （ 「 Ｃ Ｆ 真 空 技 術 」 ） の 形  
態 の 密 封 リ ン グ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 前 記 貫 通 流 路 （ 貫 通 開 口 ） か ら ね じ 孔 ４  
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０ や ね じ 山 付 き 口 ４ ６ に 試 験 用 流 体 が 入 り 込 む こ と が で き な く な る 。 図 １ や 図 ２ に 示 す 状  
態 で は 、 メ ン ブ レ ン ２ ５ を 介 し て 試 験 用 流 体 し か 内 部 ２ ０ 外 の 環 境 １ ３ へ と 流 通 す る こ と  
が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 テ ス ト リ ー ク 装 置 １ ０ に 再 充 填 を 行 う に は 、 ま ず 、 ね じ ４ ８ を ね じ 山 付 き 口 ４ ６ か ら 外  
し て メ ン ブ レ ン 装 置 ２ ４ を 貫 通 開 口 ２ ２ か ら 取 り 外 す 。 そ し て 、 内 部 ２ ０ に 貫 通 開 口 ２ ２  
か ら 試 験 用 流 体 を 充 填 す る 。 密 封 リ ン グ ５ ０ は 、 例 え ば 摩 耗 し て い る 場 合 等 に 、 必 要 に 応  
じ て 新 し い 密 封 リ ン グ と 交 換 す る 。 次 に 、 筐 体 １ １ と キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ と の 間 に 設 け ら れ  
た 間 隙 内 に 密 封 リ ン グ を 配 置 し て か ら 、 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ を 筐 体 １ １ に ね じ ４ ８ で 緊 密 に  
再 び ね じ 止 め す る 。 メ ン ブ レ ン ２ ５ に つ い て は 、 キ ャ リ ア 部 材 ４ ２ に 強 固 に 接 着 又 は 圧 入  
さ れ た ま ま で あ り 、 取 り 外 す 必 要 が な い 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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